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表 1 評価の例 

○ 子どもの貧困問題について、印象に残ったのは、多くの人が、貧因問題に対して、「声を上げても仕方がない」と考えていること

です。私は、もっと積極的に助けを求めていってもいいのではないかと思いました。でも、「仕方がない」と思わせてしまっているの

は、周りの人のせいかもしれないから、自分から変わる必要があると思います。（思考・判断・表現：Ａ） この問題を解決するには、

私達が納めている税金を貧困の子供たちに使ってもらえるように若い世代の私達が行動する必要があると思いました。（学びに

向かう力：Ａ） 

○ Ｋさんの話しのようなものをときどき見たりすることがあったのですが、貧困のままで“だれが得をするか”を考えたことはありませ

んでした。今回の授業で、政府や政治家がなかなか動いてくれていないという問題があるということに初めて気づきました。そして

自分が問題を深く考えていなかったことにも気づき、世の中にはおおやけになっていないその人にとって重大な問題があるのだ

ろうと思いました。私のような深く問題を考えていない人の声のせいで、“声を上げても仕方がない”と思う人も多かったのではな

いかと思いました。（思考・判断・表現：Ａ） 自分自身に問題がふりかえっていないと感じにくいことだとは思いますが、まずは現状

を知り、共に声を上げるのが重要だと思いました。またそれを心がけていきたいとも思いました。（学びに向かう力：Ａ） 

○ 貧困問題に困っている子どもたちが私たちの知らない場所でいて、その子たちは周りの人に言えなくて、人でなやんでいる（思

考・判断・表現：Ｂ） と考えると、もっと日本は相談しやすい場所を作ってあげたり、お金をくばってあげるなどして、助けてあげる

べきだと思いました。またその子たちは、本当にやばくなった時に相談できる場所がなければ、何かあった時には手おくれになる

のではないかと思いました。（学びに向かう力：Ｂ） 

○ 中学時代に「お金がないから友達と遊びに行くことができなかった」とＫさんは言っていて、もし私がＫさんの立場なら、生活を辛

いと感じると思います。Ｋさんもそう思っていたのだとしたら、すごく心細かったことだろうと思います。印象に残っているのは、Ｋさ

んが誰にもそのことを言わなかったことで、「言ってもしょうがない」と言っていました。その通りだと思います。普通と違うと私も変な

目で見てしまうし、好奇な目で見られる可能性だってあって、そのことを考えると言うのは困難なのかもしれません。（思考・判断・

表現：Ａ） 家に頼れる存在がいること、それから、お金があることへのありがたみがわかりました。（学びに向かう力：Ｃ） 
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資料　分析対象授業の目標・本時展開
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